
「
質
実
剛
健
」

17
Ｈ
Ｒ
　
黒
田 

陽（
北
浜
東
部
中
）

　

僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
全
国
優

勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
浜
名

高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
の
中
で

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
だ
け

で
な
く
、
人
間
性
も
磨

か
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
も
人
と
し
て
も
大

き
く
成
長
し
、
周
囲
か
ら
応

援
さ
れ
る
人
に
な
り
、
全
国

優
勝
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
新
し
い
挑
戦
」

15
Ｈ
Ｒ 

平
山
壱
晴（
引
佐
南
部
中
）

　

私
は
高
校
か
ら
水
泳
部
に

入
部
し
ま
し
た
。
中
学
で
は

野
球
部
だ
っ
た
の
で
す
が
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と

水
泳
部
を
選
び
ま
し
た
。
部

の
レ
ベ
ル
が
高
く
て
驚
き
ま

し
た
が
初
心
者
用
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
今
は
そ
れ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経

験
者
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
自
己

ベ
ス
ト
を
出
す
の
が
今
の
目

標
で
す
。

　

入
学
前
、
浜
名
高
校
は
校

則
が
厳
し
い
と
聞
い
て
不
安

に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
実
際

は
規
則
の
中
に
も
か
な
り
自

由
が
あ
り
、
楽
し
く
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

「
高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
」

11
Ｈ
Ｒ 

三
輪
奈
（々
三
方
原
中
）

　

私
は
浜
名
高
校
の
吹
奏
楽
部

に
惹
か
れ
て
入
学
を
決
め
ま
し

た
。
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
約

二
ヶ
月
が
経
っ
た
今
、
充
実
し

た
高
校
生
活
を
送
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
、
先
生
方
や
先
輩
が
と
て

も
優
し
く
、
声
を
か
け
や
す
い

こ
と
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

先
生
方
は
明
る
く
授
業
を
進
め

て
下
さ
る
た
め
、
つ
い
て
い
き
や

す
く
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
と
て
も

丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い

ま
す
。
先
輩
も
、
部

活
動
内
で
は
熱
心
に

色
々
な
こ
と
を
教
え
て

下
さ
り
、
部
活
動
外
で
は
笑
顔

で
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
楽
し

く
真
剣
に
部
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
活
は
今

ま
で
よ
り
も
大
変
な
こ
と
も
増

え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で

充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
か
ど

う
か
は
、
自
分
の
行
動
次
第
だ

と
高
校
生
に
な
っ
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
高
校
生
活
を

よ
り
充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

勉
強
も
部
活
動
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

浜
名
高
校
に
入
学
し
て

浜
名
高
校
に
入
学
し
て

知
ら
れ
ざ
る
戦
国
時
代
の
偉
人

知
ら
れ
ざ
る
戦
国
時
代
の
偉
人

　

今
年
の
浜
松
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
影
響

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
五
月
の
連
休

中
に
は
主
演
の
松
本
潤
さ
ん

が
来
浜
し
、
実
に
六
十
八
万

人
も
の
人
出
が
あ
っ
た
と
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
番
組
の
三

月
末
の
放
映
回
で
は
、
掛
川

城
に
立
て
籠
も
る
今
川
氏
の

当
主
で
あ
る
今
川
氏う
じ

真ざ
ね

が
、

徳
川
家
康
や
氏
真
の
妻
の
説

得
で
投
降
す
る
シ
ー
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
な
か
な
か
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
な
演
出
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

史
実
は
、『
譜ふ

牒ち
ょ
う

余よ

録ろ
く

』

等
の
史
料
に
よ
る
と
、
現
在

の
浜
北
区
高
園
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
高
園
城
の
城
主
、
浅

原
主と
の
も
の
す
け

殿
助
が
、
家
康
の
命
を

受
け
て
講
話
交
渉
の
全
権
大

使
と
し
て
単
身
で
掛
川
城
に

赴
き
、
今
川
主
従
を
説
得
し

て
開
城
さ
せ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

浅
原
主
殿
助
は
、
家
康
に

臣
従
し
た
旧
今
川
の
家
臣
で
、

高
園
城
を
中
心
に
こ
の
一
帯

を
治
め
て
い
た
在
地
領
主
と

考
え
ら
れ
、
戦
国
期
に
浜
北

の
地
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
確
実
な
唯
一
の
人
物
で
す
。

彼
が
、
な
ぜ
こ
の
大
役
を
任

さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り

ま
す
が
、
一
触
即
発
の
緊
張

感
の
中
で
交
渉
に
当
た
っ
た

彼
の
状
況
分
析
力
や
先
方
を

納
得
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
は
、
出

色
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ま
さ
に
、
戦
国
時

代
に
活
躍
し
た
知
ら
れ
ざ
る

郷
土
の
偉
人
と
言
っ
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
度
『
浜

名
高
校
だ
よ
り
「
Ｔ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
！
」』
第
一
号
が

刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
誌
で
は
、
本
校
の
学
校
行

事
や
部
活
動
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
教
育
活
動
を
皆
様

に
余
す
と
こ
ろ
な
く
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

ド
ラ
マ
や
映
画
の
よ
う
な
虚

構
や
脚
色
を
決
し
て
入
れ
ず
、

事
実
に
基
づ
い
た
正
確
な
内

容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

入 学 式入 学 式
４月７日、355名の新入生が入学しました

対 面 式対 面 式
全校で新入生を歓迎しました

校 

長
　
山 

崎 

仁 

資
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浜名祭 ～爛柯～浜名祭 ～爛柯～

浜
名
高
生
に
し
か
創
れ
な
い
浜
名
祭

　
　
文
化
祭
実
行
委
員
長
　

　
35
Ｈ
Ｒ
　
池
口
陽
菜（
与
進
中
）

　

今
年
度
の
浜
名
祭
の
テ
ー
マ
で
あ

る
爛
柯
と
は
「
遊
び
に
夢
中
に
な
っ

て
時
間
が
経
つ
こ
と
を
忘
れ
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
全
員
時
が
経
つ
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
む
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、

計
画
、
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
規
制
が
緩
和

さ
れ
昨
年
度
と
は
全
く
違
う
新
し
い

浜
名
祭
で
し
た
が
、
生
徒
一
人
一
人

が
主
体
と
な
り
一
か
ら
創
り
あ
げ
た

こ
の
二
日
間
は
今
ま
で
の
浜
名
祭
で

一
番
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
今
年

も
大
成
功
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

文
化
部
展

文
化
部
展

ス
テ
ー
ジ
発
表

ス
テ
ー
ジ
発
表

26
Ｈ
Ｒ

最優秀賞最優秀賞

33
Ｈ
Ｒ

最優秀賞最優秀賞

最
高
の
思
い
出

31
Ｈ
Ｒ
　
山
崎
志
恩
　

（
浜
北
北
部
中
）

　

私
た
ち
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
部

は
、
三
年
連
続
で
最
優
秀
賞

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
「
大
正
ロ
マ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
一
年
間
、
部
活
の

皆
で
袴
や
つ
ま
み
細
工
、
リ

ボ
ン
バ
レ
ッ
タ
、
が
ま
口
サ

イ
フ
な
ど
、
思
い
を
込
め
て

様
々
な
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

見
に
来
て
下
さ
っ
た
方
々
に

褒
め
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
の

文
化
祭
で
最
高
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
！

市
川
右
京（
北
浜
東
部
中
）

　

私
た
ち
33
Ｈ
Ｒ
は
刑
務

所
か
ら
の
脱
獄
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
Ｈ
Ｒ
展
を
行
い
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
皆
で
考
え
、

実
行
す
る
こ
の
一
大
行
事

で
最
優
秀
賞
を
勝
ち
取
れ

た
要
因
は
、
33
Ｈ
Ｒ
の
雰

囲
気
だ
と
思
い
ま
す
。
皆

が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
準

備
期
間
か
ら
本
番
ま
で
常

に
盛
り
上
げ
、
良
い
雰
囲

気
を
作
り
続
け
て
く
れ
ま

し
た
。
当
日
は
外
部
の
方

の
行
列
を
見
て
喜
ぶ
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
笑
顔
が
見
ら

れ
て
感
動
し
ま
し
た
。
受

賞
の
瞬
間
は
全
員
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

33
Ｈ
Ｒ
の
皆
、
あ
り
が
と

う
！
33
Ｈ
Ｒ
最
高
で
す
！

深
ま
っ
た
絆

石
野
歩
俐（
高
台
中
）

　

私
た
ち
は
「
夢
の
世
界

に
包
ま
れ
る
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
文

化
祭
準
備
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
夜
空
や
夢
の

中
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を

作
る
た
め
、
文
化
祭
実
行

委
員
を
中
心
に
ク
ラ
ス
全

員
で
協
力
し
合
っ
た
結
果
、

最
優
秀
賞
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

　

今
回
の
浜
名
祭
を
通
し

て
ク
ラ
ス
全
員
で
一
つ
の

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
の

楽
し
さ
、
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

協
力
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

Ｈ
Ｒ
展

3年
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
展

2年

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
部

最優秀賞最優秀賞

ら んら ん かか

ポスター原画：鈴木結賀静岡県立浜名高等学校静岡県立浜名高等学校
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全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
２
３
出
場

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

激
戦
の
東
海
大
会
へ

31
Ｈ
Ｒ
　
森
川
皓
喜
　

�

（
北
浜
中
）

　

怪
我
に
悩
ま
さ
れ
、
ラ

イ
バ
ル
に
先
を
越
さ
れ
、

自
分
の
弱
さ
に
打
ち
拉
が

れ
ま
い
と
決
し
て
諦
め
ず
、

着
実
に
自
分
を
高
め
て
き

た
。
全
て
は
Ｉ
Ｈ
へ
出
場

し
勝
負
す
る
た
め
。
そ
の

Ｉ
Ｈ
を
か
け
た
東
海
大
会

が
今
年
は
静
岡
県
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
過

程
に
自
信
が
あ
る
浜
名
高

校
陸
上
競
技
部
員
だ
か
ら

こ
そ
、
全
力
で
ぶ
つ
か
り
、

必
ず
Ｉ
Ｈ
出
場
を
掴
み
取

る
と
誓
う
。

全
国
制
覇
を
目
指
し
て

�

32
Ｈ
Ｒ
　
藤
江
宥
心
　

�

（
北
浜
東
部
中
）

　

静
岡
県
大
会
で
優
勝
し

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え

や
部
活
動
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
学
校
の
理
解
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
日
本

一
で
す
。
日
本
一
を
取
っ

て
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々

や
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

夢
の
舞
台
へ

34
Ｈ
Ｒ
　
袴
田
立
輝
　

�

（
三
方
原
中
）

　

僕
達
は
“
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
”
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
浜
名
高
校
の

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で

は
16
年
ぶ
り
の
個
人
戦
出

場
と
な
り
ま
す
。
東
海
大

会
、
全
国
大
会
で
は
今
ま

で
支
え
て
下
さ
っ
た
方
や

共
に
戦
っ
て
き
た
仲
間
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
全
力
で
最
後
ま
で

戦
い
抜
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

剣

道

部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

陸

上

競

技

部

全
国
総
体
出
場

◆
剣
道
部
◆

22
Ｈ
Ｒ 

前
嶋
佑
二
郎�

（
浅
羽
中
）

31
Ｈ
Ｒ 

井
口
創
太�

（
三
ケ
日
中
）

31
Ｈ
Ｒ 

山
内
煌
士�

（
北
浜
東
部
中
）

32
Ｈ
Ｒ 

藤
江
宥
心�

（
北
浜
東
部
中
）

33
Ｈ
Ｒ 

天
野
律
聖�

（
磐
田
第
一
中
）

38
Ｈ
Ｒ 

鈴
木
崇
史�

（
浅
羽
中
）

39
Ｈ
Ｒ 

鈴
木
真
樹�

（
積
志
中
）

◆
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◆

34
Ｈ
Ｒ 

袴
田
立
輝 �

（
三
方
原
中
）

35
Ｈ
Ｒ 

渡
邊
優
仁 �

（
浜
北
北
部
中
）

35
Ｈ
Ｒ 

鈴
木
絆
生�

（
浜
名
中
）

23
Ｈ
Ｒ 

村
松
流
豊 �

（
麁
玉
中
）

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
２
３

◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◆

34
Ｈ
Ｒ 

吉
川
暖
音�

（
浜
北
北
部
中
）

35
Ｈ
Ｒ 

槇
林
六
花�

（
浜
北
北
部
中
）

東
海
総
体
出
場

◆
剣
道
部
◆

17
Ｈ
Ｒ 

後
藤
光
葉�

（
磐
田
第
一
中
）

21
Ｈ
Ｒ 

山
本
や
こ�

（
豊
岡
中
）

29
Ｈ
Ｒ 

三
浦
心
杏�

（
与
進
中
）

31
Ｈ
Ｒ 

坂
口
結
彩�

（
高
台
中
）

32
Ｈ
Ｒ 

鈴
木
美
輝�

（
与
進
中
）

32
Ｈ
Ｒ 

峯　

凛
女�

（
雄
踏
中
）

33
Ｈ
Ｒ 

岡
田
梨
里�

（
雄
踏
中
）

◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◆

32
Ｈ
Ｒ 

須
田
妃
世
李�

（
豊
田
南
中
）

32
Ｈ
Ｒ 

野
末
浬
麻�

（
引
佐
南
部
中
）

22
Ｈ
Ｒ 

平
井
緩
奈�

（
天
竜
中
）

22
Ｈ
Ｒ 

倉
原
穂
乃�

（
三
ヶ
日
中
）

25
Ｈ
Ｒ 

野
中
葉
南�

（
浜
北
北
部
中
）

28
Ｈ
Ｒ 

佐
藤　

凛�

（
浜
名
中
）

13
Ｈ
Ｒ 

千
葉
芽
依�

（
清
竜
中
）

14
Ｈ
Ｒ 

服
部
伶
音�

（
菊
川
東
中
）

◆
陸
上
競
技
部
◆

男
子
100
ｍ 

31
Ｈ
Ｒ 

森
川
皓
喜�

（
北
浜
中
）

男
子
200
ｍ 

31
Ｈ
Ｒ 

森
川
皓
喜�

（
北
浜
中
）

男
子
4
×
100
ｍ
Ｒ　

㉛
Ｈ
Ｒ 

森
川
皓
喜�

（
北
浜
中
）

33
Ｈ
Ｒ 

小
野
紘
太
郎（
曳
馬
中
）

㉟
Ｈ
Ｒ 

大
橋
蓮
馬�

（
麁
玉
中
）

㉓
Ｈ
Ｒ 

石
原
大
雅�

（
開
成
中
）

㉓
Ｈ
Ｒ 

松
島
昂
輝�

（
積
志
中
）

㊴
Ｈ
Ｒ 

篠
原
柊
哉�

（
丸
塚
中
）

男
子
走
幅
跳 

33
Ｈ
Ｒ 

小
野
紘
太
郎（
曳
馬
中
）

男
子
砲
丸
投 

22
Ｈ
Ｒ 

髙
橋　

大�

（
積
志
中
）

25
Ｈ
Ｒ 

小
林
巧
弥�

（
東
陽
中
）

男
子
や
り
投 

22
Ｈ
Ｒ 

髙
橋　

大�

（
積
志
中
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
出
場

◆
美
術
部（
美
術
・
工
芸
部
門
）◆

36
Ｈ
Ｒ 
松
本
愛
衣�

（
新
津
中
）

◆
書
道
部（
書
道
部
門
）◆

34
Ｈ
Ｒ 

平
河
菜
々�
（
天
竜
中
）

全
国
高
等
学
校
社
会
科
学
・
郷
土

研
究
発
表
大
会　
出
場

◆
史
学
部
◆

25
Ｈ
Ｒ 

加
藤
大
雅�

（
北
浜
中
）

26
Ｈ
Ｒ 

飯
田
衣
菜�

（
北
浜
中
）

26
Ｈ
Ｒ 

馬
渕
太
一�

（
曳
馬
中
）

27
Ｈ
Ｒ 

小
野
功
騎�

（
北
浜
中
）

27
Ｈ
Ｒ 

成
田
琉
良�

（
北
浜
中
）

全
国
大
会
出
場
に
あ
た
り

�

35
Ｈ
Ｒ
　
槇
林
六
花
　

�

（
浜
北
北
部
中
）

　

今
回
は
私
に
と
っ
て
4

度
目
、
最
後
の
全
国
大
会

と
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で

笑
顔
で
自
分
た
ち
の
力
が

出
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
！
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
に
入
部
し
、
挨
拶
や
先

輩
と
の
関
わ
り
方
な
ど
社

会
に
出
た
時
に
大
切
な
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
浜
名
高
校

に
は
、
よ
い
雰
囲
気
の
中

で
自
分
の
力
を
伸
ば
せ
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
高
み
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

美術部　松本愛衣「照らす」

書
道
部
　
平
河
菜
々
「
陶
淵
明
雑
詩
其
一
」

3 浜 名 高 校 だ よ り



ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

浜
名
高
校
で
自
分
の
将
来
の

可
能
性
を
広
げ
よ
う
。

　

部
活
動
を
頑
張
る
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
生
徒
が
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
、
最
後
ま
で
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
良
き
ラ
イ
バ

ル
」
と
し
て
競
い
合
い
、
人

間
性
が
大
き
く
成
長
す
る
生

徒
が
多
い
こ
と
も
本
校
の
大

き
な
特
長
で
す
。

　

ま
た
、
頑
張
る
生
徒
を
応

援
す
る
体
制
も
整
っ
て
い
ま

す
。「
生
徒
の
可
能
性
を
引

き
出
し
、
最
後
ま
で
、
そ
の

可
能
性
を
信
じ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
さ
せ
る
」
を
目
標
に
進

路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
64
名
、

県
内
国
公
立
大
学
は
28
名
。

　

国
公
立
大
学
合
格
者
64
名

の
う
ち
、
最
も
合
格
者
が
多

か
っ
た
の
が
地
元
の
静
岡
大

学
で
16
名
で
し
た
。
県
内
で

は
、
そ
の
他
に
も
静
岡
文
化

芸
術
大
学
に
９
名
、
静
岡
県

立
大
学
に
３
名
合
格
し
、
昨

年
同
様
良
い
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

県
内
の
国
公
立
大
学
、
特
に

静
岡
大
学
へ
の
合
格
者
を
増

や
す
べ
く
指
導
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大

学
合
格
を
目
標
に
設
置
さ
れ

た
特
進
ク
ラ
ス
も
、
今
年
で

十
一
年
目
に
な
り
ま
す
。
国

公
立
大
学
の
合
格
者
の
多
く

は
こ
の
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒

で
す
。
ク
ラ
ス
内
で
良
い
意

味
で
の
競
争
や
団
結
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で

す
が
、
学
校
全
体
の
学
習
意

識
向
上
に
も
大
い
に
貢
献
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
に
合
格
し
た

生
徒
の
中
に
は
、
運
動
部
や

毎
日
活
動
し
て
い
る
文
化
部

の
生
徒
も
い
ま
す
。
忙
し
い

中
で
も
時
間
を
見
つ
け
て
学

力
向
上
に
励
み
、
部
活
動
を

引
退
し
て
か
ら
は
そ
の
集
中

力
を
一
気
に
勉
強
に
向
け
、

合
格
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、「
文
武
両
道
」
を

成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
約
８
割
は
四
年
制

大
学
に
進
学
。

　

今
春
は
、
卒
業
生
総
数
の

約
78
％
が
四
年
制
大
学
に
進

学
し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
受
験
で
も
難
関

大
学
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、

関
東
や
関
西
の
難
関
私
立
大

学
に
多
く
の
合
格
者
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
海
圏
の
大
学
に
も
多
数

の
生
徒
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

愛
知
大
学
に
は
百
名
以
上
、

名
城
大
学
に
34
名
、
難
関
大

学
で
あ
る
南
山
大
学
に
９
名

が
合
格
し
ま
し
た
。
地
元
の

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

や
常
葉
大
学
に
も
多
数
の
合

格
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

専
門
学
校
で
は
、
看
護
医

療
系
に
進
学
す
る
生
徒
が
多

く
、
今
春
は
28
名
の
生
徒
が

そ
の
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。

浜
松
市
立
看
護
専
門
学
校
に

は
15
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

看
護
医
療
系
以
外
で
は
理
美

容
・
動
物
看
護
師
・
製
菓
・

情
報
系
・
法
律
公
務
員
・
ブ

ラ
イ
ダ
ル
な
ど
就
職
に
直
結

し
た
学
校
へ
の
志
望
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
し
た
生
徒
は
５
名
で

し
た
。
３
名
は
地
元
の
優
良

企
業
に
就
職
し
、
２
名
は
厳

し
い
公
務
員
試
験
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日時：7月31日（月）
対象：中学生とその保護者
内容：�学校説明、体験授業、部活動見学など

中学生一日体験入学

　

私
は
昨
年
の
８
月
か
ら
今

年
の
３
月
に
か
け
て
、
ド

リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

高
校
が
学
校
や
地
域
の
枠
を

超
え
て
自
分
た
ち
の
み
の
力

で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

を
す
る
こ
と
で
主
体
性
を
養

う
と
い
う
目
的
で
静
岡
県
教

育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
に
必
要
な
費

用
は
最
高
100
万
円
ま
で
教
育

委
員
会
が
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

私
は
先
生
か
ら
の
紹
介
で

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
、

浜
名
高
校
に
好
き
な
ア
イ
ド

ル
を
呼
ん
で
み
た
い
！
と
い
っ

た
単
純
な
気
持
ち
で
イ
ベ
ン

ト
ア
イ
デ
ア
を
記
入
し
応
募

し
ま
し
た
。
8
月
に
県
庁
に

参
加
者
が
集
ま
り
県
西
部
・

中
部
・
東
部
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
、
私
は
人
数
の
一
番
多
い

西
部
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
企

画
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
「
来

て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も

ら
え
、
進
路
に
悩
め
る
中
高

生
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
れ
る
よ

う
な
企
画
に
し
よ
う
と
い
う

想
い
の
も
と
、
静
岡
在
住
で

年
齢
も
近
く
親
し
み
の
あ
る

動
画
ク
リ
エ
イ
タ
ー
「
は
じ

め
し
ゃ
ち
ょ
ー
の
畑
」
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
12
月
頃
ま
で
に
講
師

へ
の
講
演
依
頼
や
出
演
料
の

交
渉
を
し
た
り
、
会
場
を
決

め
実
際
に
下
見
・
打
ち
合
わ

せ
を
し
た
り
、
チ
ラ
シ
の
デ

ザ
イ
ン
作
成
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
12
月
か
ら
は
広
報
活

動
に
専
念
し
、
2
月
に
講
演

会
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
り
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
意
見
を
ま

と
め
る
大
変
さ
や
大
人
数
に

仕
事
を
分
担
さ
せ
る
難
し
さ
、

期
日
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
学
ん
だ
り
し
た
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

32
Ｈ
Ｒ
　
半
塲
悠
斗（
豊
岡
中
）

全校生徒にプロジェクト参加の報告をしましたイベント当日。盛り上がりました！

楽しんでもらえるイベントにするために、積極的に意見を交わしました

「貴重な経験ができました！」と半塲くん企画したイベントのポスター

令和４年度卒業生の進路実績 ４年制大学 279
短 期 大 学 14
専 門 学 校 52
就 職 5
進学準備他 1078%

14%4%

1% 3%

詳細な進路情報につきましては本校のwebページ
や学校案内も併せて御覧ください。

4年制大学
短期大学
専門学校
就職
進学準備他

合同フェア
実施日：10月7日㈯
会　場：クリエート浜松

実施日：10月21日㈯　午後
公開授業・学校説明会

※申込み・日程等は、改めてお知らせします
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は
ば
た
け
!!
浜
名
高
校
生

進
路
課
よ
り


